	取  締  役  会  議  事  録


代表取締役選定

	開催日時
	

	開催場所
	

	取締役の総数
	

	監査役の総数
	

	議長
	



本取締役会は、第〇期定時株主総会の終了後、取締役全員及び監査役全員が出席したため、会社法第368条第2項により招集の手続を経ることなく開催した。定刻、取締役〇〇 〇〇は、出席取締役の互選により議長となり、開会を宣した。
議事の経過の要領及びその結果
第1号議案　代表取締役選定の件
議長は、本日開催の第〇期定時株主総会において取締役全員が選任され、就任を承諾したことに伴い、代表取締役を選定する必要がある旨を述べ、その候補として取締役〇〇 〇〇を提案した。審議の結果、出席取締役全員の一致をもって、次のとおり代表取締役に選定することを承認可決した。
　　代表取締役　　　　　　　　　　　　　　　　〇〇 〇〇
なお、被選定者は席上その就任を承諾した。

以上をもって本日の議事を終了し、議長は午前〇〇時〇〇分閉会を宣した。
上記の議事の経過の要領及びその結果を明確にするため、本議事録を作成し、出席した取締役及び監査役の全員が次に記名押印する。
　　　　年　　月　　日
	議長
会社名
議長・取締役　　　　　　　　　　　　印
	
	出席
取締役　　　　　　　　　　　　印
取締役　　　　　　　　　　　　印
監査役　　　　　　　　　　　　印



※　代表取締役の就任による変更登記に添付する場合は、出席した取締役及び監査役が個人の実印で押印し、その印鑑証明書の添付を求められるのが原則です（商業登記規則61条6項3号）。変更前の代表取締役が登記所に提出している印鑑で押印しているときは、他の出席役員の印鑑証明書は不要とされています（同項ただし書）。添付書面としての取扱いは管轄の法務局にご確認ください。
テンプレート提供：士業AI（shigyo-ai.com）
